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白神十二湖山開き白神十二湖山開き

　
４
月
９
日
、
観
光
シ
ー
ズ
ン
の
幕
開
け
を
告

げ
る
「
白
神
十
二
湖
山
開
き
」
が
ア
オ
ー
ネ
白

神
十
二
湖
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
関
係
者
約
１

０
０
人
が
、
例
年
よ
り
早
い
春
の
到
来
を
祝
い

ま
し
た
。

　
安
全
祈
願
祭
で
は
、
出
席
し
た
観
光
関
係
者

が
奉
献
神
事
を
行
い
、
世
界
自
然
遺
産
白
神
山

地
や
十
二
湖
・
青
池
を
訪
れ
る
観
光
客
の
安
全

と
無
事
故
を
祈
念
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
行
わ

れ
た
式
典
で
は
、
吉
田
町
長
が
「
一
昨
年
、
昨

年
と
二
年
続
い
た
夏
の
豪
雨
災
害
に
よ
り
、
町

内
の
イ
ン
フ
ラ
設
備
は
多
大
な
被
害
を
受
け
た
。

一
時
閉
鎖
し
て
い
た
白
神
岳
登
山
が
再
開
で
き

た
ほ
か
、
着
実
に
復
旧
が
進
ん
で
来
て
い
る
。

今
後
は
、
当
地
を
訪
れ
る
方
々
が
白
神
と
十
二

湖
を
満
喫
で
き
る
態
勢
を
整
え
、
今
年
度
こ
そ
、

コ
ロ
ナ
禍
、
豪
雨
災
害
の
ダ
メ
ー
ジ
を
払
し
ょ

く
す
る
飛
躍
の
年
に
し
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　
あ
い
に
く
の
雨
模
様
と
な
っ
た
た
め
、
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
は
室
内
で
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
参
加

者
は
バ
ス
で
十
二
湖
へ
向
か
い
、
青
池
周
辺
を

散
策
し
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
、
コ
バ
ル
ト
ブ

ル
ー
の
青
池
を
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
参
加
者
は
傘
を
さ
し
な
が
ら
キ
ョ
ロ
ロ

か
ら
青
池
ま
で
の
散
策
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
今
年
は
４
月
下
旬
か
ら
す
で
に
ブ
ナ
が
芽
吹

き
、
新
緑
の
季
節
を
迎
え
て
い
る
十
二
湖
。
観

光
バ
ス
の
数
も
増
え
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

多
く
の
方
々
に
十
二
湖
の
自
然
の
中
で
心
も
体

も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
も
ら
い
た
い
と
感
じ
た

一
日
で
し
た
。

傘を手に青池を眺める参加者青池へ向かうバスを見送るスタッフ



3 ■■■ 広報ふかうら ■

放流するサケ稚魚を観察する子どもたち

　

４
月
18
日
、
追
良
瀬
内
水
面
漁
協
に
よ
る

サ
ケ
稚
魚
放
流
式
が
、
今
年
も
追
良
瀬
親
水

公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

放
流
式
に
は
、
地
元
関
係
者
の
ほ
か
、
み

よ
し
保
育
園
の
園
児
や
深
浦
小
学
校
の
３
年

生
、
修
道
小
学
校
の
２
、
３
年
生
な
ど
約
１

０
０
人
が
参
加
し
、
サ
ケ
稚
魚
10
万
尾
を
追
良

瀬
川
に
放
流
し
ま
し
た
。
追
良
瀬
川
で
は
、
こ

の
日
の
10
万
尾
と
合
わ
せ
て
２
１
１
万
尾
の
サ

ケ
稚
魚
を
放
流
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
し
た
園
児
や
児
童
た
ち
は
、
自
分
た

ち
が
放
流
す
る
サ
ケ
稚
魚
を
水
槽
で
観
察
し

た
後
、
バ
ケ
ツ
の
中
を
泳
ぐ
稚
魚
に
「
帰
っ

て
き
て
ね
」
「
大
き
く
な
っ
て
戻
っ
て
き
て

ね
」
と
声
を
か
け
、
放
流
し
た
稚
魚
た
ち
が
無

事
に
川
を
泳
い
で
い
く
様
子
を
見
送
っ
て
い
ま

し
た
。

大
き
く
育
て
！

　
　
追
良
瀬
の
サ
ケ
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地域農業をサポート
～農業委員、農地利用最適化推進委員が任命されました～

◆農業委員（14名）

会長
西崎　哲彦さん（舮作）
担当地区：舮作・横磯

会長職務代理者
堀内　竹一さん（岩崎上）
担当地区：沢辺～大間越

新岡　一樹さん（風合瀬）
担当地区：風合瀬・晴山・

田野沢

島　　成人さん（関）
担当地区：北金ヶ沢・関・

柳田・岩坂

工藤　雅夫さん（広戸）
担当地区：風合瀬・晴山・

田野沢 東野・長慶平

村山　勝彦さん（正久）
担当地区：沢辺～大間越

奈良　玲子さん（４区）
担当地区：深浦・広戸・

平澤　忠彦さん（黒崎）
担当地区：沢辺～大間越

吉田　政志さん（驫木）
担当地区：追良瀬・松原・

驫木

上田　茂子さん（３区）
担当地区：深浦・広戸・

東野・長慶平

角谷　喜春さん（広戸）
担当地区：深浦・広戸・

東野・長慶平

長尾　俊吾さん（北金ヶ沢）
担当地区：北金ヶ沢・関・
　　　　  柳田・岩坂

前田　正彦さん（松原）
担当地区：追良瀬・松原・

驫木

永谷　玲二さん（3区）
担当地区：舮作・横磯

主な業務：担い手への農地利用の集約（貸し借り、売買）、遊休農地の発生防止・
解消、新規参入の促進、農地転用への意見具申、農地売買や貸借の審議など

　令和６年３月３１日、農業委員会法に基づく、農業委員、農地利用最適化推進委員が任命され
ました。
　地域農業のサポート役として、また、農地の貸し借りや売買の橋渡し役として、農地に関する
ことについてお気軽にご相談ください。
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◆農地利用最適化推進委員（12名）
主な業務：農業委員と連携し、担い手への農地利用の集約（貸し借り、売買）、遊休農地の発生防止・解消、
新規参入の促進など

大屋　久雄さん（松神）
担当地区：森山・松神・

黒崎・大間越

砂子田 恵次郎さん（大間越）
担当地区：森山・松神・

黒崎・大間越

坂﨑　真弥さん（風合瀬）
担当地区：風合瀬・晴山・

田野沢

小池　和彦さん（風合瀬）
担当地区：風合瀬・晴山・

田野沢

岩谷　瑞男さん（岩坂）
担当地区：北金ヶ沢・関・

柳田・岩坂

岩谷　利之さん（岩坂）
担当地区：北金ヶ沢・関・

柳田・岩坂

鶴田　輝実さん（沢辺）
担当地区：沢辺・岩崎・

正久

村上　正之さん（舮作）
担当地区：舮作・横磯

木村　寿志さん（相野山）
担当地区：追良瀬・松原・

驫木

柏倉　　悟さん（４区）
担当地区：深浦・広戸・

東野・長慶平

大沢　一夫さん（塩見崎）
担当地区：追良瀬・松原・

驫木

成田　清文さん（3区）
担当地区：深浦・広戸・

東野・長慶平

現地確認をしている様子

英会話の先生のボランティア募集中（有償）
施設内共用スペースで、子どもたちのための無料英会話教
室を開催します。深浦町の子どもたちの未来のために、ぜ
ひお力をお貸しください!
※学歴や教員資格等は問いません。
　英会話が得意なかた、英会話によるコミュニケーション
が大好きなかた、大歓迎です。
※時給1200円(週1回、1時間~1時間半ほど)
※子どもたちには軽食も用意する予定です
連絡先　TEL 0173-84-1630
特別養護老人ホーム桃の木
担当 長坂

登録者募集！

■問合せ先
　総合戦略課　℡74-2122

あおもりマッチングシステム「AI(あい)であ
う」は、あおもり出会いサポートセンターが運
営する結婚を前提とした出会いを希望する方の
ためのマッチングシステムです。
深浦町では、町民の方の利用登録料の全額助成
を行っており、登録を支援しています。
詳しくは役場総合戦略課までお問い合わせくだ
さい。

社会福祉法人治省会は、
「子どもたちが夢を描くための画材

(Drawing materials)」
となります



6■■■ 広報ふかうら ■

深浦町総合戦略課　企画調整係
　　　電話　74－2122

みなさんの身近な話題・行事・出来事
などの情報をお寄せ下さい。

　春の風が吹く中、春の交通安全街
頭指導が役場前とＪＲ十二湖駅前の
国道２か所で行われました。
　町交通安全対策協議会、鯵ヶ沢地区交通安全
協会各支部指導隊、交通安全母の会の方たちが
参加し、シートベルト、チャイルドシートの正
しい着用の指導や、子供たちが安心して登校で
きるよう、啓発グッズを配りながらドライバー
へ安全運転を呼びかけました。

　町内の小中学校の入学式が一斉に行われ、小学校31人、
中学校35人の児童・生徒が新たな学校生活をスタートさせました。
　このうち、いわさき小学校には男子３人、女子６人が入学。新入生９人は、一人ずつ名前を呼ばれると大き
な声で元気に返事をしました。９人の新入生は全員で在校生・先生たちへ「よろしくお願いします！」とあい
さつをし、これからの学校生活への期待に胸を膨らませていました。

ドキドキ、わくわくの新生活 ４／
８

安全運転をお願いします
４／
10
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　町保健協力員会の総会及び研修会が役場文化ホー
ルで開催されました。
 総会には新たに保健協力員となった方を含め71人
が参加し、新任の保健協力員への委嘱状の交付や昨年度の事業報
告と今年度の事業計画(案)等が審議され、すべて承認されました。
 続いて行われた研修会では、管理栄養士やスポーツ栄養士とい
った資格を持つFREC株式会社の馬淵代表取締役にお越しいただ
き、人生100年時代を美しく健やかに生きるための食生活をテー
マに食事の大切さを改めて学びました。
 また、会場内では糖質や野菜の摂取量などを測定する機材が設
置され、協力員の方々は測定をし、自分自身の食生活を振り返っ
ていました。

　大規模サーモン養殖事業に取り組む日本サー
モンファーム(株)が、深浦港で「日本海深浦サーモン」の水
揚げを行いました。ふ化から中間養殖、海面養殖まで町内で
の一貫生産体制で成長したサーモンを、この日は町内の漁業
関係者30名ほどが集まり、大きなタモ網で約8,000匹を
次々と水揚げし、鮮度を保つため、すぐに活締め処理を施し
て出荷されました。
　深浦漁協及び新深浦町漁協と連携しながら、今年は深浦港
で約60トン、北金ヶ沢漁港で約210トン、計約270トンが
水揚げされる予定です。水揚げ後は全国各地に出荷され、皆
さんに深浦産サーモンを味わっていただきます。

　美しい深浦の景観を維持し、住み心
地の良い地域にしようと毎年行ってい
る沿道美化清掃が今年も町内全域で実
施されました。早朝から自治会や老人クラブなど
約2,500人が参加し、道路沿いや海岸など、自分
たちが生活している地域のごみ拾いを行いました。
 地域住民の方たちは、手分けして地区全体を歩き
回り、道端に落ちているごみを拾いました。
 今後もきれいになった町の景観を守っていくため
にも、町民のみなさんが「ごみをポイ捨てしな
い」意識を持って生活しましょう。

自分たちの手で住みよいきれいな町へ
４／
20

保健協力員会総会及び研修会が開催されました
４／
24

　畜産農家の省力化と繁殖牛の飼育
コスト削減を目的とした放牧が、追良瀬牧場で行
われました。
　追良瀬牧場では、えさとなる草を求めて広い草
地を歩き回ることで、健康で病気に強い丈夫な牛
を育てようと、春から秋までの期間中、牧草地に
放牧する「夏山冬里方式」で繁殖牛を育てていま
す。町内7軒の畜産農家から、親牛37頭、子牛４
頭合わせて41頭が牧場に集合。個体確認を終えた
牛たちは、柵が開けられると勢いよく走りだし、
久しぶりの草地を元気に駆け回りました。

追良瀬牧場で放牧 ４／
26

深浦サーモン水揚げ ４／
25
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『健康こそ宝』深浦町保健センターだより『健康こそ宝』深浦町保健センターだより

問合せ先　深浦町役場健康推進課　☎0173ｰ82ｰ0288

　毎年５月は、当町の「たばこ対策強化月間」です。今回はたばことCOPD（慢性閉塞性肺疾
患）という病気の関係についてお話します。
　COPDは、「肺気腫」や「慢性気管支炎」などと呼ばれていました。息切れや咳・たんが増え、
重症になると酸素吸入が必要になるなど生活も大きく変えてしまう怖い病気です。

●たばことCOPDの関係
　COPDの主な原因は“たばこの煙”といわれています。
　【１日に吸うたばこの本数】×【たばこを吸っている年数】から算出される喫煙指数が400以上
だとCOPDだけでなく、肺がんや咽頭がんなどさまざまな病気になる危険があります。また、女
性はそれよりも低い値で危険になると考えられています。

●深浦町の喫煙率は？
　深浦町の喫煙率は、青森県、同規模市
町村、全国と比べても高くなっています。
　喫煙の影響は、喫煙者本人に限らず、
他の人が吸っているたばこの煙を間接的
に吸い込む「受動喫煙」にもあります。
家族が喫煙者だったり、分煙されていな
い職場でもCOPDの危険が高くなります。

●こんな症状に要注意！
　「階段の上り下りで息切れしやすい」「風邪を引いていないのに咳やたんが多い」
「呼吸をするとゼーゼー、ヒューヒューと音がする」これらの症状が続いている方は
呼吸器内科などの呼吸器専門の病院を受診することをおすすめします。

　COPDの予防の基本は、禁煙です。早く禁煙すればするほどCOPDを予防することができます。
自分や家族の健康を守るために、自分の喫煙習慣、受動喫煙の環境についてよく考えてみましょう。

1日に吸う
たばこの本数

たばこを
吸っている年数× ＝本

喫煙習慣を見直しませんか？
たばことCOPD（慢性閉塞性肺疾患）の深い関係

年 喫煙指数

12
■深浦町 ■青森県 ■同規模市町村 ■全国

資料：KDB 地域の全体像の把握 R4年度累計

(％)深浦町の喫煙率（特定健康診査問診票より）

13

14

15

16

15.3
14.7

15.1

13.8
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深浦診療所つうしん No.51

大きな病院が近くにないからこそ
深浦診療所　医員 川 代 玲 穂

　深浦町のみなさんはじめまして。今年度深浦診療所で勤務することになりました、川代玲穂
（かわだい　あきほ）と申します。私は三戸郡新郷村の出身で、栃木県にある自治医科大学を卒
業し、昨年まで青森県立中央病院で初期研修をしていました。医者になって３年目、まだまだ分
からないことは多いですが、みなさんの健康を守れるよう日々勉強して参りますので、よろしく
お願いします。
　私が初めて深浦に来たのは、深浦診療所への派遣が決まってからでした。青森市から車で２時
間、遠い道のりの中に大きな病院は数えるほどしかありません。「もし深浦町の方が重い病気を
発症したらどこに搬送されるのだろう」と、考えながら運転をしていました。救急車の多くは鰺
ヶ沢病院やつがる総合病院、能代厚生医療センターに搬送されると聞きましたが、どこに行くに
も30分から１時間はかかる道のり。これを聞いた私は「恐ろしい」と感じました。なぜなら、数
ある病気の治療法の中には「時間制限」のあるものがあるからです。
　その代表例が、脳梗塞です。東北地方で「あだる」と言われている脳卒中のうちで、心臓や太
い血管に出来た塊が脳の血管をつまらせて麻痺などを起こす病気です。寝たきりになる原因の１
位で、生活習慣病患者や喫煙者、高齢者に起こりやすいですがどの年齢層にも起こり得ます。主
な治療法には、脳の血管につまった塊を直接取り除くカテーテル治療と、つまった塊を溶かす点
滴治療の2種類があり、後遺症を残さずに回復できる可能性のある画期的な治療法なのですが、
この治療法には「時間制限」があるのです。カテーテル治療は６時間以内に、点滴治療は4.5時
間以内に始めなければなりません。あまりにも短い時間ですね。この時間制限のある治療を深浦
町のみなさんに受けてもらうには、発症したらすぐに救急車を呼んでもらわなければなりません。
そこで今回はみなさんに、脳梗塞の典型的な３つの症状をお教えします。それは、「顔」「腕」
「言葉」です。
○「顔」･･･片方の「顔」がゆがむ
○「腕」･･･片方の「腕」（または足）に力が入らない・しびれる
○「言葉」･･･「言葉」がうまく出てこない・ろれつが回らない
　大きな病院が近くにない深浦町のみなさんにこそ知っていてもらいたい症状
です。もしもみなさんのご家族やご友人に「顔」「腕」「言葉」の症状が起こ
ったら、すぐに救急車を呼んであげてくださいね。

かたまり

診療時間 月

◯ ◯◯ ◯ ◯
◯ ◯◯ ◯ ◯ 休

休休
◯

火 水 金 土木
9:00～12:30
14:30～18:00

12:00まで

TEL:0185-74-6788
〒018-2673　八峰町八森字中家後４番６

たむら歯科
院長　田村　誠

日／祝
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長く続く咳と痰

　健康万歩計は、西北五医師会が、皆
さんが健康で元気に過ごすための必要
な情報を提供し、ドクターからのアド
バイスを紹介するコーナーです。

　肺の生活習慣病に慢性閉塞性肺疾患（COPD）
という疾患があります。初期症状は、歩行時や階
段を上るだけで息切れする、咳や痰の出る回数
が増えてきた、などです。
　主に喫煙者・受動喫煙者が発症する病気です。
たばこを長い間吸い続けていると、しだいに肺
や気管支によごれ、炎症がおき、咳や痰が出るよ
うになります。炎症が進んでいくと酸素を取り込
む肺胞の壁が破壊され、酸素と二酸化酸素の交
換ができなくなります。その結果、息を一気に吐
けなくなり酸素を取り込めなくなるので、直ぐに
息切れしてしまいます。一度壊れた肺胞の壁は元
には戻りません。
　患者数は40歳代から徐々に増加し60歳代以
降が多くなっています。世界では死亡原因の第3
位となっています。

　症状は気づかないうちに進行することも多く、
重症化した場合は少し動いただけですぐに息苦
しくなったり、酸素吸入が必要になることもあり
ます。
　また、ほかの生活習慣病と一緒に発症するこ
とも多く、高血圧症・糖尿病・脂質異常症で通院
されている方で息切れや咳、痰の症状が気にな
る方は、かかりつけ医に相談することをお勧めし
ます。特に高血圧症と合併している場合、心不全
が増悪し死亡リスクが高くなるという報告もあ
ります。
　COPDは早期診断、治療により進行を防止す
ることが可能な病気です。長く続く咳と痰が気に
なる方は早めに受診することをお勧めします。

健康
万歩計
健康
万歩計

須　藤　正　人 先生
すとうmriクリニック　院長

今月のドクター

地域密着型塗装店！お気軽にご連絡下さい。
※１.２カ月先の予約・来年の塗装予約もOK!

登録建設塗装基幹技能者　職業訓練指導員

（代表）藤田　一哉

五所川原塗装工業会会員「心・技・色」
fujiichi.bisouone-paintited soul

一級建築塗装技能士
一級鋼橋塗装技能士
単一等級調色技能士

つがる市森田町床舞猿沢2-5　アーバンハイツ森田102

一
塗
入
魂
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24

＜　能登半島地震災害ボランティア①・うどん炊き出し編　＞
　３月18日、月曜日の朝６時、昨日仕込んだうどん団子を伸ばし麺打している。念願叶い、災害炊き出
しボランティアとして石川県金沢市に向かうためだ。ボランティア活動は数年前、台風による集中豪雨
で被災した岩手県宮古市で２日間の経験があった。実際に現場に足を運ぶ事で、テレビには映らない目
に見えないものを知り、心が揺さぶられた。それがこの度、金沢に向かうきっかけだった。自分の住む、
いわゆる遠地からは実感が湧きづらいが、確かなのは、能登半島地震が夢ではなく現実に起きており、
元旦の地震発生から３か月が過ぎようとしている今も、未だ思うように復興が進まず、大変な思いをさ
れている方が大勢いることだ。
　前日の17日、炊き出しに必要な準備を終え、荷積みをするも積み切れず、助手席を外してようやく荷
物が収まる。金沢市でも宮古市と同様に個人での活動だ。打ちたてのうどんを積み、７時過ぎ自宅を出
発。秋田、山形、新潟とひたすら南下した。翌日使用分の食材を買い込み、石川県内に入ったのは深夜
1時過ぎだった。炊き出し予定の避難所まで30分圏内の道の駅で車中泊。予定時間を大幅に過ぎたが想
定内である。遠い過去に居眠り事故を起こした苦い経験から、眠い時には眠るのがモットーだ。
　翌日、避難所へ予定通り９時前に到着。19日の炊き出しは約40食。職員さんへの挨拶も早々に終え、
早速準備に取り掛かる。仕込み中、「たった１杯のうどんの為に、わざわざ遠路はるばる青森から来て
くれてありがとう」との言葉に元気をもらいつつ、好天の中での初日の炊き出しは無事終了。食堂が奥
まっており、召し上がられる風景は拝見できなか
ったが、いくつもの「ありがとう」とのお声に励
まされた。「いえいえ、こちらこそ貴重な体験を
させて頂き、ありがとうございます」と、心を込
めてお返事した。翌日分のうどんを打ち終え、片
付けも早々に避難所を後にする。今日はキャンプ
でテント泊。足を延ばしてゆっくり寝られる予定
だったのだが・・。明け方降りしきる雨の中、強
風により張っていた屋根が吹き飛び、テント内に
雨が侵入したことによる寒さで目が覚めた。「寒
い、今日は何かありそうな気がする」でも、まず
は乾いた靴を買いに行かなければ。
　２日目の20日は50食、同市内の別の避難所での
炊き出しとなる。今日は水場が遠く、生憎の雨と
強風、さらに12時に突風が吹くとの予報もあり、仕込みは早め早めを心がけた。準備も整った11時半、
一斉に50食の提供に一瞬バタバタするも、常駐スタッフさんが気を利かし、盛り付けと配膳を手伝って
くれたおかげで、今日もトラブル無く終える事が出来た。提供したうどんはあっという間に無くなり嬉
しくなる。そして、２日目にして、初めて召し上がる方々の楽しそうな表情を窓越しから拝見すること
ができ「来てよかった」と実感が込み上げてきた。
　この日、被災者の方とお話しできる機会に恵まれた。一人の方は、青森県から石川県に嫁いで来た方
で「わざわざ同郷から来てくれてありがとう」と、丁寧にお礼を述べられた。炊き出しが青森から来る
事を知っていたのだろうか。お礼のお言葉と一緒に準備されていたお土産をいただき、恐縮するばかり。
少しでも力になれればとの想いで来ただけの自分が、逆に励まされてしまっていた。
　もう一人の方は、特に被害の大きかった輪島市から避難されてきた方。避難所で毎日食事が提供され
ることを、いつもありがたいと思いつつも、同じような食事ばかりでは飽きてしまうとも。そんな中で
の炊き出しは、楽しみのひとつと語ってくださった。今日のうどんも、おいしくいただいた事へのお礼
をお伝えしたかったのだと、わざわざ雨の中、外の作業場まで尋ねてこられたのだ。出汁も麺も一から
手作りということを知ると、満面の笑顔で納得されていた。おかげで私自身、本場香川で学び、10年間
携わってきたうどんに誇りを感じたと同時に、もう既にうどんは、自分の中で大切な一部なのだと実感
できた。それといって自分には、人様に誇れるものなど無いと思っていたが「そうではなかったんだ」
と気づき、少し自信がついたかもしれない。
　正月、しかも元旦、お祝いムードさなかでの16時台に起きたマグニチュード7.6の能登半島地震。
「まさか自身の住む町が壊滅的な被害を受け、被
災者になるとは思わなかった」と話されていた言
葉は今も忘れられない。明日は我が身なのだ。
　私はこの方とお話しするまでは、被災地にはい
かないつもりでいた「冷やかしととられたら」と
いう想いがあったからだ。でも「ありがとう」と
共に「輪島まで是非足を運んでください」という
言葉を、直接被災者の方から伝えられた事に背中
を押され、翌21日、能登半島へ向かう決心がつい
た。
　何かありそうと目覚めた朝、やはり予感は当た
った。明日の行動予定が大きく変わってしまった。

次回、②につづく。

深浦町地域おこし協力隊　浪岡　敏勇（なみおか　としお）

避難所にて

提供したうどん
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9：00～11：30

３：00～５：30

前
午

後
午

月 火 水 木 金 土 日 祝日

休診

休診 休診
3：00
　
4：30

～

1：00
　
2：30

～

10：00
　

11：30

～○

○

○

○

○

○

○ ○ ○

○

◆対　　象　令和６年６月に１～５歳の誕生日を迎える町内在住の子
◆掲載内容
子供の写真、氏名（ふりがな）、住所（地区のみ）、生年月日、お子さんに一言
メッセージ
◆応募方法
郵送または持参の場合：プリントした子供の写真1枚に、①子供の氏名（ふりが
な）、②生年月日、③性別、④住所、⑤保護者名（広報には掲載しません）、⑥
電話番号、⑦お子さんに一言メッセージを記入したものを添えてください。
メールの場合：件名に「こんなに元気です」と記入し、本文に上記①～⑦を記入
のうえ、写真データを添付して送信してください。
応募締切は５月24日です。

元気
こんなに

です!

６月生まれの
お子さんの写真を
募集します！

TEL 74-2122　E-mail kouhou@town.fukaura.lg.jp総合戦略課問合せ先
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春
場
所
を
ま
げ
結
え
ぬ
ま
ま
優
勝
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野
呂
み
ち
ゑ

復
興
の
パ
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を
空
へ
喇
叭
水
仙 

蒲
田　

幸
子

春
風
に
く
つ
を
飛
ば
し
た
遠
記
憶 

近
藤　

月
子

春
の
海
く
の
字
の
川
が
合
流
す 

七
戸
た
か
女

遊
園
地
回
転
木
馬
に
春
の
星 

岩
根　

千
夏

白
咲
い
て
紫
咲
い
て
ク
ロ
ッ
カ
ス 

砂
子
田
ツ
エ

雨
あ
が
る
漁
場
に
春
の
二
重
虹 

山
本
こ
う
女

ら
っ
ぱと

お
き
お
く

ふ
た
え
に
じ

編・集・後・記

3
月
21
日
〜
4
月
20
日
ま
で
の
戸
籍
届
出

戸
籍

窓
の

浜
萱
草
句
会

ご
結
婚
お
め
で
と
う

ご
結
婚
お
め
で
と
う

ご
結
婚
お
め
で
と
う

佐
々
木　

祥　

太
（
田
舎
館
村
）

山　

本　

真
奈
恵
（
田
野
沢
）

《４月末日現在》（　）内は前月比

深浦町の総面積　488.90㎢

　男 ……

　女 ……

　計 ……

世帯数

（－2）

（－6）

（－8）

（＋4）

深浦町の人口と世帯

3,278人
3,650人
6,928人

3,513世帯

深浦町の人口と世帯

お
誕
生
お
め
で
と
う

お
誕
生
お
め
で
と
う

お
誕
生
お
め
で
と
う

北
金
１
区

齊　

藤　

樹　

輪
（　
　
　

）

じ
ゅ
り
ん

涼　

太

唯　

香

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

　
新
年
度
が
始
ま
り
早
く
も
１
か
月
が

た
ち
ま
し
た
。
４
月
上
旬
に
取
材
に
行

っ
た
小
学
校
の
入
学
式
。
新
１
年
生
の

子
ど
も
た
ち
は
学
校
に
慣
れ
て
き
た
こ

ろ
か
な
、
な
ん
て
思
い
な
が
ら
編
集
作

業
を
し
て
い
ま
す
。

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
は

「
五
月
病
」
と
い
う
言
葉
を
一
度
は
聞

い
た
こ
と
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
ゴ

ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明
け
頃
か
ら
新
入

生
や
新
入
社
員
に
見
ら
れ
る
症
状
で
、

勉
学
や
仕
事
に
対
す
る
関
心
や
意
欲
を

失
い
、
無
気
力
な
状
態
に
陥
っ
て
し
ま

う
こ
と
で
、
正
式
に
は
ア
パ
シ
ー
・
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
（
無
気
力
症
）
と
い
う
そ

う
で
す
。
新
生
活
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
が

大
き
な
要
因
ら
し
い
で
す
。

　
新
入
生
、
新
入
社
員
に
限
ら
ず
、
年

度
始
め
の
疲
れ
が
た
ま
っ
て
い
る
方
も

多
い
か
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
体
調

に
は
気
を
つ
け
て
生
活
し
て
く
だ
さ
い
。

（
　
）

（
　
）

（
　
）

（
　
）

（
　
）

（
　
）

（
　
）

（
　
）

（
　
）
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）

（
　
）

（
　
）

（
　
）

（
　
）

（
　
）

（
　
）

松
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坂
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金
3
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関

田

野

沢

　

関

柳

　

田

　

関

松
　
沢
　
み
　
ゑ

坂
　
本
　
金
一
郎

兼
　
平
　
　
　
幸

斉
　
藤
　
久
　

近
　
藤
　
鉄
　
二

藤
　
谷
　
　
　
勇

角
　
谷
　
節
　
子

岩
　
森
　
あ
　
い

塩
　
谷
　
正
　
義

岩
　
谷
　
勝
　
雄

工
　
藤
　
隆
　
之

平
　
澤
　
き
　
よ

山
　
本
　
公
　
則

古
　
川
　
常
　
雄

世
　
永
　
タ
　
ケ

中
　
原
　
富
　
男
  

93778677829286899095629462829786

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　
４
月
12
日
発
刊
の
広
報
ふ
か
う
ら
４
月
号
の
６
・
７
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
「
深
浦
町
役
場

の
組
織
を
紹
介
し
ま
す
」
に
お
い
て
、
一
部
誤
り
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

○
下
段
中
央
に
「
役
場
３
階
」
と
あ
り
ま
す
が
、
正
し
く
は
【
役
場
１
階
】
で
す
。

○
６
ペ
ー
ジ
下
段
「
農
業
水
産
課
」
と
あ
り
ま
す
が
、
正
し
く
は
【
農
林
水
産
課
】
で
す
。

以
上
の
よ
う
に
訂
正
し
、
こ
こ
に
謹
ん
で
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
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草
創
教
育
長
の

　
　
　「
今
月
の
一
枚
」

山
菜
と
津
軽
弁
講
座

　
春
先
は
、
よ
く
山
菜
採
り
に
で
か
け

ま
す
。

　
先
日
、
友
人
夫
婦
と
裏
山
に
ウ
ド
、

タ
ケ
ノ
コ
採
り
に
出
か
け
た
と
き
の
会

話
で
す
。

私
「
オ
イ
デ
だ
ば
、
ウ
ド
の
酢
味
噌
あ

え
サ
身
欠
ぎ
ニ
シ
ン
入
れ
る
ば
っ
て
オ

メ
ダ
で
も
入
れ
る
？
」

友
「
入
れ
ね
。
酢
味
噌
だ
げ
で
食

う
。
」

私
「
ん
だ
？
　
津
軽
の
こ
と
わ
ざ
で

『
ウ
ド
ど
ニ
シ
』
っ
て
お
べ
で
ら
？
　

仲
い
い
夫
婦
と
か
親
友
と
か
、
相
性

ぴ
っ
た
り
の
人
間
関
係
の
喩(

た
と)

え

だ
ど
。
五
所
川
原
と
か
金
木
と
か
、
海

無ね

え
所
は
昔
『
ウ
ド
ど
鯉こ
い
』
っ
て
言
っ

た
話
も
聞
い
だ
事
あ
る
。
オ
メ
ダ
ヂ
夫

婦
も
『
ウ
ド
ど
ニ
シ
』
だ
べ
な
。
」
　

友
「
な
も
、
オ
イ
の
嬶か

が
、
神し

ん
け経

た・

・

・
が
り

だ
し
、
塩あ

ん
べ梅

け
な
し
だ
し
、
ふ
と
っ
つ

も
バ
ン
ゴ
ウ
合
わ
ね
。
」

友
の
妻
「
ん
だ
ん
だ
。
オ
メ
一
番
、
馬ま

の
ク
ソ
二
番
。
」

私
「
ワ
イ
、
お
た
が
い
シ
ャ
ベ
過
ぎ
。

ち
な
み
に
『
た
が
り
』
は
実
は
標
準

語
。
漢
字
で
書
け
ば
『
集た

か
り
』
、
一
カ

所
に
群
が
る
意
味
だ
。
人
だ
か
り
と

か
、
金
を
た
か
る
っ
て
言
う
っ
き
ゃ
。

つ
が
る
弁
だ
ば
、
垢あ

が
た
が
る
、
虱し
ら
みた
が

る
、
ホ
イ
ド
た
が
る
、
ガ
ン
ジ
ョ
た
が

る
、
ラ
ン
キ
た
が
る
、
ス
ケ
ベ
た
が
る

…
あ
ま
り
、
き
れ
が
だ
だ
言
葉
は
ね
え

な
あ
。
」

友
「
わ
い
さ
で
ね
、
オ
ベ
様
だ
な
。
」

私
「
ん
だ
べ
。
お
べ
だ
ふ
り
は
得
意
！

順
番
に
並
べ
れ
ば
オ
ベ
コ
↓
オ
ベ
様
↓

オ
ベ
博は

か
せ士

。
英
語
の
原
級
↓
比
較
級
↓

最
上
級
、big

↓bigger

↓biggest

み
た
い
な
も
ん
だ
べ
。
以
上
、
ワ
ン
ポ

イ
ン
ト
津
軽
弁
講
座
、
終
わ
り
。
」

　
少
し
モ
ッ
テ
ル
場
面
も
あ
り
ま
す

が
、
気
が
ね
な
く
、
百
％
方
言
で
話
せ

て
さ
っ
ぱ
り
し
ま
し
た
。

　
作
家
宮
部
み
ゆ
き
の
『
悲
嘆
の
門
』

に
次
の
よ
う
な
文
章
が
あ
り
ま
す
。

　
言
葉
は
ど
ん
な
些
細
な
片
言
隻
句
で

さ
え
、
発
信
さ
れ
る
と
同
時
に
、
そ
の

人
の
内
部
に
も
残
る
。
…
つ
ま
り
〈
蓄

積
〉
す
る
。
…
溜
ま
り
、
積
も
っ
た
言

葉
の
重
み
は
、
い
つ
か
そ
の
発
信
者
自

身
を
変
え
て
い
く
。
ど
ん
な
形
で
発
信

し
よ
う
と
、
本
人
と
切
り
離
す
こ
と
な

ん
か
絶
対
で
き
な
い
。
本
人
に
影
響
を

与
え
ず
に
は
お
か
な
い
。

 

つ
ま
り
、
発
し
た
言
葉
は
あ
な
た
の

中
に
積
も
り
あ
な
た
を
形
造
っ
て
い
く

と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
ふ
る
さ
と
の
言
葉
が
自
分
の
中
に
積

も
り
、
や
が
て
自
分
自
身
も
ふ
る
さ
と

の
一
部
に
な
っ
て
い
く
と
し
た
ら
、
な

ん
と
も
有
難
い
こ
と
で
す
。

『
西
浜
の
方
言
こ
と
わ
ざ
集
』
な
ん
か

編
集
し
た
ら
面
白
い
か
も
。
ど
こ
か
取

り
組
む
学
校
、
な
い
か
な
。

 

（
教
育
長
　
草
創
　
文
人
）

こんなに

元気です！

このコーナーでは
誕生日を迎えたチ
ビッコ達をご紹介
します

（
岩
崎
中
）
R
２
年
５
月
12
日

「
我
が
家
の
ズ
ル
ス
ケ
ぼ
ん
ず
」

三
浦
　
梛
月
く
ん

 

み
う
ら　
　　

な
つ
き

（
柳
田
）
R
３
年
５
月
24
日

「P
o
p
c
o
rn
 y
u
m
m
y
!

」

川
幡
　
湖
白
ち
ゃ
ん

 

か
わ
は
た　
　

こ
は
く

このコーナーでは、元気いっぱいな
園児達の作品をご紹介します。

　さかざき　み づ きさん（５さい）

「はるがきた！」

みはる保育園


